


































































そして， 196呼 6月に第1回中間報告， 1969年7月に第2回報告を行いました。後者では，今日，
ミクロネシア連邦，パラオその他が採っている自由連合という形態を第 1選択肢として勧告しま
した。
こうした動きと関連して， 197朗這で，アメリカとミクロネシアとの交渉が始まります。
ここでは， ミクロネシアのいくつかの地域を，いわば州のような形にして， ミクロネシア全体
の独立を目指す形で交渉が進みます。
しかし，途中で交渉は個別化し， ミクロネシア全体の結束は崩れます。
一方， 1980年にベラウの議会が誕生し， 28議席中27議席を憲法擁護派が占めました。また，同
年7月9日には，住民投票で78%の支持を得，改正前のパラオ憲法が成立しました。
さらに，憲法制定会議の議長であったハルオ・レメリークが大統領になり，自由連合協定に仮
調印しました。
それ以来，この自由連合協定は，憲法を悩ませるという形で，何度も住民投票にかけられまし
た。 1983年2月10日の住民投票では，賛成61.4%。しかし， 75%に満たないために協定は否決さ
れました。 84年9月4日，賛成66.4%。この後， 85年6月に初代大統領＾ルオ・レメリークが暗
殺されます。そして，アメリカとの密約があったとされるラザルス・レスリーが大統領となり，
さらに，現在のサリー大統領となりました。
その間， 86年2月21日の住民投票では，賛成72.2%。86年12月も否決。 87年6月30日には67%
の賛成。かくして， 5回とも自由連合協定は否決されました。そのため，アメリカ寄りの議会は，
憲法を先に改正して，自由連合に入るという方向を選び，ついに， 87年8月4日に憲法を改正し
ました。その後， 8月21日に住民投票が行われ，ベラウは，所謂非核憲法を骨抜きにした形で，
アメリカとの自由連合に入ります。現在，この自由連合協定をアメリカ議会が批准するかどうか
という段階にあります。
今後，その経過を見守っていきたいと思っています。
付記：なお，高井芳昭（教育研究科）が講演内容を要約しました。
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